
2020年 12月 ２つの受賞がありました！ 
      ～鶴岡市 ボランティア活動関係～ 

 

 

💛山新「愛の鳩賞」 
この賞は、山形県内で福祉を真剣に見つめ、困難な情勢の中でボランティア活動や地域

福祉活動を地道に続けて成果を挙げ、地域に愛の輪を広げつつある個人・グループ・団

体・学校等に対し、民間サイドからこれを顕彰し、その労をたたえるとともに、社会福祉

に広く理解の目を向け、県民愛の運動の拡大につながることを期待し、贈呈されるもの。 

※主催：公益財団法人山新放送愛の事業団、山形新聞、山形放送 

  

◎受賞者  武久明雄、利江子夫妻 （温海地域） 
     44歳の時、明雄さんが脳幹出血で倒れ、命は助かるものの全身麻痺、声がでない 

等の後遺症が残った。死んでしまおうと思ったが、自分では動けず自殺もできなかった。 

そんな状況から、奥さんとふたりで始めたのが、「障がい」を理解してもらい、子どもた 

ちの「福祉の心」を育む活動やエールを送る「心の授業」でした。以来、１５年間、保育園、 

児童館、学校、地域に出向いて、地道な活動を続けてこられました。 

 

 

 

 

 

 

 

武久夫妻への伝達！ 

12月 18日（金）、武久宅へ伺い、鶴岡市

社協佐藤事務局長からお二人へ表彰状等の 

伝達をいたしました。誠に、おめでとうご

ざいます。 

受賞者への贈呈式！ 

 12月 14日（月）山形メディアタワーで 

受賞者への贈呈式が行われました。 

お二人が出席できなかったため、当日はボラ

ンティアセンターで代理出席しました。 



💛厚生労働大臣表彰（ボランティア功労） 
  この表彰は、福祉分野等のボランティア活動を、永年率先して行っている者、又は永年 

にわたりボランティア活動への支援を行っている者であって、その功績が特に顕著である 

と認められる者に対して行われます。 

 

◎受賞者  湯野浜婦人会      

昭和 37年 4月に会を設立し、昭和 39年からボランティア活動に取り組み、以来 

56年間様々な活動を地道に実践してきました。特に、湯野浜地区の特別養護老人ホー 

ム等でのリネン交換や交流、行事への手伝い等（写真左）は、ボランティア活動を始めた 

当初から取り組んできた活動です。 

また、地区自治会や地区社協の事業にも積極的に協力。「お茶のみサロン」は、高齢者 

の居場所づくり活動として、同婦人会の重要な活動になっています。（写真右） 

さらに、2020年に世界規模で感染が拡大した新型コロナウイルス感染症への対応 

では、地区の一人暮らし高齢者等のためにマスクを手作りし、地区社協とともにそのマ 

スクを持って訪問活動をいち早く行う等、高齢者等の見守り・支え合い活動も含めた地 

域福祉活動を続けておられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受賞者への伝達式！ 

   12月 24日（木）山形県庁で伝達式が行われ、吉村美栄子知事より今年度の厚生労働 

大臣表彰受賞２団体に賞状等が手渡されました。誠におめでとうございます。 

  記念撮影では、一瞬だけマスクを外して皆さん素敵な表情を見せてくれました。 

  あと、１団体は酒田市の「白鳥を愛する会」で、庄内地方から２団体の受賞となりました。 

  


